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「学習院ネット」を運用してみて
次に学習院ネットの各々の機能について考察してみる。
電子メール
　学習院ネットが学内専用であるという性格からか，利用者は徐々に減少していった。しかし，
フロッピーディスクを忘れたときに，自分に対してメールを送ることによりデータを保存すると
いった実用的な使い方をする学生もいた。
リアルタイム会議
　予想以上に利用されていた。授業中のttおしゃべり”は当然のことながら，水曜午後には毎週
特定の人々による定例会が開かれていた。彼らはこれを縁に知り合い，そして定例会を開き，休
みの日には皆で遊びに行くサークルに発展した。
電子掲示板
　多くの人々に利用された。一部を紹介すると，コンピュータに関する質問，学内で開発された
フリーソフトウェアといった真面目なものから，クラブの勧誘，さらにはレポートの解答まで多
種多様のものがアップロードされた。
学習院ネットを運用してみて
　まず第一に驚くことは，予想以上に利用されたということである。多くの学生が興味をもち，
これが縁で友達ができたり，リアルタイム会議をするためだけに大学にくる学生もいた。今まで
は研究活動の場（一般学生にとってはレポート作りの場）であった計算機センターが，憩いの場
と化した。
　目的のひとつであった情報処理教育の導入部としての役割は十分に果たせたと思う。また，情
報伝達の道具としても，全ての学生が使える唯一の電子媒体による情報伝達の道具として確固た
る地位を築いた。そして授業においても教員と学生の間の情報伝達の道具として利用された。
　今後の課題としては，一般のパソコン通信と同じように電話回線からも利用できるようにする
予定であり，現在準備中である。また，他のメールシステム（BITNET）との統合をはかり，よ
り使いやすい環境を提供するつもりである。そして将来必ずや訪れるであろうキャンパスのイン
テリジェント化の際の基礎となることを願ってやまない。
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